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滋賀大学データサイエンス・AIイノベーション
研究推進センターによる産業界向け人材育成の
三本柱
• 大学院(修士/博士)社会人派遣院生
• 企業/業種向けカスタマイズ人材育成
• オンライン教材作成・提供

カスタマイズ人材育成
• トヨタグループデータサイエンス実践道場
• 日野データサイエンス塾
• 東海旅客鉄道株式会社向け人材育成
• 阪神電気鉄道株式会社向けデータ活用による
課題解決アプローチ実践研修

• 医薬品・医療機器メーカー向けデータサイエ
ンス人材育成プログラム

トヨタグループデータサイエンス実践道場
班の構成
• 師範2名：初年度は滋賀大学教員のみ
• 師範代2名：ドメイン知識・現場事情提供
• 入門生数名：各々現場の課題を持参して参加

• 修了生は次年度以降、師範・師範代を担当

方式
• 毎月の指導会での指導

• 他の入門生への指導も参考になる

• 最終発表会
拡大
• 規模：初年度4班⇒25班
• 参加企業：トヨタグループ⇒関連会社も
• 参加大学：滋賀大学のみ⇒4大学

産業界と連携したデータサイエンス教育、特色ある産学連携での教育事例
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大学院社会人派遣院生
• 長期履修制度
• 博士前期課程の講義は1講義/1週の集中講義

• 履修しない講義の週は職場に戻ることも可能

• 講義・ゼミともオンライン受講可
• 遠方在住のまま修了も可能
• 登校しての”横の繋がり”も重要

オンライン教材作成・提供
オンライン講義動画
• 大学生のためのデータサイエンス1
• 大学生のためのデータサイエンス2

• 機械学習編

• 大学生のためのデータサイエンス3
• 問題解決編

• 大学生のためのデータサイエンス4
• データ研磨編

ハンズオン教育プログラム
• DX人材育成のためのPythonを用いた予測分析

産業界と連携したデータサイエンス教育、特色ある産学連携での教育事例





データサイエンス×経済・教育（DS×E2）高度専門人材養成プログラム
（デジタルと掛けるダブルメジャー大学院教育構築事業）

【経済×データサイエンス】プログラム

経済学研究科経営分析学専攻（MBAN）

企業が求めるデータ活用力を備えた経営人材の育成
DXの進展により、経営企画・マーケティング・人材マネジ
メントなど文系領域でもデータ分析スキルが必須

日本初の学位「修士（経営分析学）」を設置（令和6年4月）
経済・経営の専門知識に、データサイエンスの実践的スキル
を融合
⇒“経営×データ” を二刀流で扱える高度人材を育成

プログラムの特徴
①経営判断に直結するデータ分析（需要予測・財務データ
解析等）を実践

②文理を問わず学べる体系的カリキュラム
③企業のDX推進部門・経営企画などあらゆる分野で活躍
可能

今年度に第１期修了生輩出予定



データサイエンス×経済・教育（DS×E2）高度専門人材養成プログラム
（デジタルと掛けるダブルメジャー大学院教育構築事業）

【教育×データサイエンス】プログラム

教職大学院教育データサイエンス人材育成プログラム

教育現場に広がる“データ活用ニーズ”に対応
学習ログ・校務データ・評価情報など、教育の
あらゆる場面で データに基づく指導・学校運営 
の需要増加

教育データサイエンス実践学のエキスパート育成
令和6年4月に開始した新プログラムでは、教育
データの分析・活用を専門的に学び、教育現場
で実践きる人材を養成

プログラムの特徴
①所定単位を修得することで専修免許状に「教育
データサイエンス」を付記（滋賀県教育委員会）

②データに基づく校務改善や個別最適化学習に貢
献できる人材を育成

今年度に第１期修了生輩出予定


